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要  約 

 分娩管理の省力化と分娩事故防止を目的として分娩誘起が行われているが、分娩誘起してから

分娩までの時間には個体差（要因）があり、より定時に分娩させることができればさらに管理の

省力化と分娩時の事故防止につながる。これらのことから、定時分娩誘起法を検討するため、分

娩予定日近くのホルスタイン種９頭に合成プロスタグランディン F２α製剤（クロプロステノー

ル、以下、PG 製剤）、合成副腎皮質ホルモン製剤（デキサメサゾン、以下、DEX 製剤）と子宮頸

管弛緩剤（エストリオール；動物用ホーリン 50、以下、E3 製剤）の３剤を同時投与して分娩誘起

を行った。分娩誘起処置した翌朝に内診し子宮頸管の開口をみて子宮頸管弛緩剤の追加およびオ

キシトシンの注射を実施し、胎子娩出状況を確認し、難産が予想される場合などには分娩介助を

行った。 

その結果、分娩介助せずに分娩した３頭は処置から 26.8±1.8 時間（平均±標準偏差）で、１

名程度の介助では 26.4±0.4 時間、３名以上の介助でも 29.7±0.8 時間で分娩したことから（全

体；28.0±1.9 時間）、分娩予定日後、朝 9 時から 10 時に PG・DEX・E3 製剤の３剤同時投与によ

る分娩誘起法により、当場作業の繁忙時間帯を避けた時間（11 時から 16 時）に娩出させること

が可能と推察された。また、介助が必要となった要因としては生時体重差が考えられた。 

 

緒 言 

乳牛は分娩後にカルシウム製剤等の投薬や乳房炎の有無を確認した後に搾乳するなどの作業

の他、新生子牛もその後の成長に関わる体温維持のためタオルドライやマッサージ、体重測定、

歯肉の確認、臍帯の消毒から鉄剤やビタミン剤等の投薬、充分な初乳の給与など、時間と手間が

かかっている。しかしながら、これらの作業は家畜管理の基本で母子の健康維持に欠かせない作

業であり、省略することは難しいため、昼間の作業人数が多い時間帯に分娩させることで分娩後

の母子の健康管理が効果的に行える。 

これまでに PG・DEX・E3 製剤の３剤同時投与による分娩誘起において薬剤投与から胎子娩出ま

での平均時間は 29～40 時間であり、処置を分娩予定日後に行った場合は 22～28 時間と報告され

ていることから、分娩予定日後の月から木曜日の午前中に行えば次の日の業務作業時間内に分娩

させることになる。 

 

方 法 

１ 調査牛 

令和 5 年 5 月から令和 6 年 1 月に香川県畜産試験場で分娩したホルスタイン種雌牛の妊娠期

間（在胎日数）、分娩時間、産子の品種、性別、生時体重、分娩難易度を調査した。妊娠期間は

人工授精実施日を 0 日として、また、受精卵移植産子では受精卵の移植日を 7 日として分娩日ま

でに日数を妊娠期間とした。生時体重は分娩直後の初乳給与前に計測した。 
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２ 分娩誘起法 

 分娩誘起日は、産子の品種に関係なく妊娠期間 280 日を分娩予定日と設定したが、交配種畜の

発育関連形質情報を参考にして 280 日前に設定した牛もいた。 

分娩誘起は分娩予定日に内診して PG 製剤（クロプロステノールとして 500 ㎍または 1,000

㎍）、DEX 製剤（デキサメタゾンとして 8.31 ㎎または 16.62 ㎎）、E3 製剤（エストリオールとし

て 25 ㎎、35 ㎎または 50 ㎎）の３薬剤を 9 から 10 時の間に同時投与して行った。その後、翌朝

9 時に内診し、子宮頸管の開口程度から必要と判断した場合は E3 製剤の追加およびオキシトシ

ンの注射をした。  

３ 分娩難易度 

分娩難易度については分娩時の介助状態（介助なし、１名程度、３名以上で牽引）により分

類した。 

４ 統計処理 

 統計処理は一元配置分散分析により行った。                              

  

結 果 

１ 分娩成績  

分娩誘起または自然分娩による分娩成績を表１に示した。分娩誘起により出産した９頭の妊娠

期間（在胎日数）と産子生時体重の平均は、それぞれ 284.3±5.0 日と 36.2±5.4 ㎏であり、雌雄

別では、雄３頭は 284.3±1.7 日、39.5±2.0 ㎏、雌６頭は 284.3±6.0 日、35.2±5.4 ㎏であっ

た。自然分娩で出産した６頭の平均は 181.8±3.6 日、37.4±3.2 ㎏で、雄４頭は 282.3±4.3 日、

38.7±3.2 ㎏、雌３頭（1 組双子を含む）は 281.8±3.6 日、37.4±3.2 ㎏であった。分娩誘起と

自然分娩で分娩間隔及び生時体重に差はみられなかった。 

 

 

 

２ 分娩誘起から分娩までの時間 

分娩誘起から娩出までの時間は９頭の平均が 28.0±1.9 時間で、雄は 29.3±0.8 時間、雌は

27.3±2.0 時間であった。分娩介助の有無を難易度として、介助なし、1 名程度、３名以上に分類

した。介助なしは３頭で雄１頭、雌 2 頭、１名程度の介助は雌２頭のみ、３人以上の介助は雄雌

共に２頭ずつであった。分娩難易別の分娩までの時間は介助なしで 26.8±1.8 時間、1 名程度は

26.4±0.4 時間、３名以上では 29.7±0.8 時間であった。産子の性による差はなかった（表２）。 

表１ 分娩誘起または自然分娩による分娩成績

日 ㎏

区分 性別 頭数 分娩期間（在胎日数） 生時体重 備　考

分娩誘起 雄 3 284.3±1.7 39.5±2.0

雌 6 284.3±6.0 35.2±5.4 初産２頭含む

計 9 284.3±5.0 36.7±5.0

自然分娩 雄 4 282.3±4.3 38.7±3.2 初産２頭含む

雌 3 281.0±1.0 33.8±1.5 １組双子あり

計 7 281.8±3.6 37.4±3.2

（平均±標準偏差）
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３ 分娩難易度別にみた生時体重および在胎日数 

 分娩難易度別の生時体重および在胎日数を表３に示した。分娩介助を必要としなかった３頭は

11 時 15 分から 13 時 30 分の間に分娩した。その生時体重は 32.3±4.0kg、在胎日数は 281.3±

5.7 日であった。1 名程度の介助は 11 時と 11 時 50 分に分娩し、生時体重、在胎日数はそれぞれ

36.3±2.0 kg、286.5±0.5 日であった。３名以上の介助が必要となった４頭は全て経産牛で、頭

位下胎向１頭、胎子の胸骨異常による死産１頭を含み、分娩時間は 13 時 40 分から 16 時 30 分の

間であった。平均体重、在胎日数は 40.1±3.9 kg、285.5±4.6 日であった。今回、難易度が上が

るに従い平均体重が増す結果となっており、誘起して分娩した場合においても生時体重が分娩の

難易に影響する結果であった。 

 

 

４ 分娩難易度別にみた分娩誘起処置 

分娩誘起に使用した薬剤投与量を表４に示した。分娩誘起処置処を朝９～10 時に行い翌日分娩

させる計画で処置をしたことから、翌日の朝、内診して E3 製剤、オキシトシンを 9 時に追加接種

した。また、産子の品種により分娩予定日を黒毛和種の場合は 285 日、交雑種の場合をホルスタ

イン種と同様に 280 日で算出した場合の分娩誘起日からの処置前後を誘起日前後として示した。 

表２ 分娩誘起から分娩までの時間

性別 頭数 時　間 介助なし １名程度 ３人以上

雄 3 29.3±0.8時間 1 ー 2

雌 6 27.3±2.0時間 2 2 2

計 9 28.0±1.9時間 3 2 4

難易度

表３　分娩難易度別の生時体重および在胎日数　

介助なし （n＝３）

分娩時間 性別 品種 生時体重 在胎日数 未経産/経産 特記事項

11時15分 ♀ 交雑種 33.0 274 未経産 産前下腹部に浮腫

12時30分 ♀ 黒毛和種 27.0 288 経産

13時30分 ♂ 交雑種 36.8 282 経産

平均±標準偏差 32.3±4.0 281.3±5.7

１名程度 （n＝２）

分娩時間 性別 品種 生時体重 在胎日数 未経産/経産 特記事項

11時00分 ♀ 黒毛和種 34.3 287 経産

11時50分 ♀ 交雑種 38.3 286 未経産

平均±標準偏差 36.3±2.0 286.5±0.5

３名以上 （n＝４）

分娩時間 性別 品種 生時体重 在胎日数 未経産/経産 特記事項

13時40分 ♀ 黒毛和種 44.8 292 経産

14時00分 ♂ 黒毛和種 40.0 285 経産 頭位下胎向

15時30分 ♀ 交雑種 34.0 279 経産

16時30分 ♂ 黒毛和種 41.7 286 経産 死産（胸骨異常）

平均±標準偏差 40.1±3.9 285.5±4.6
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５ 作業時間内（昼間）分娩  

分娩誘起９頭、自然分娩６頭の分娩時間を図１に、昼間分娩（午前 8 時から午後 8 時）および

就業時間内（17 時 15 分）に全作業を終了させるために分娩後の処置や搾乳作業等の時間を考慮

した作業時間内分娩（8 時半から 16 時）の割合を表５に示した。自然分娩では早朝 6 時や夜間 22

に分娩するなど分娩時間は決まっていない。しかしながら、今回の分娩誘起では介助はしたもの

の 11 時から 16 時の間に分娩した。また、昼間分娩の割合は自然分娩 67％に対し分娩誘起 100％

で、業務内の分娩でも自然分娩の 50％に比べ 88.9％と高くなった。 

 

 

表４　分娩難易度別の分娩誘起処置

介助なし

分娩誘起 再追加

分娩時間 ＰＧ製剤 DEX製剤 E3製剤 E3製剤 オキシトシン ＰＧ製剤 誘起日前後※

11時15分 2 10 10 5 ｰ ｰ ６日前

12時30分 4 20 10 ｰ ｰ ｰ ２日後

13時30分 4 20 10 10 10 ｰ 1日後

１名程度

分娩誘起 再追加

分娩時間 ＰＧ製剤 DEX製剤 E3製剤 E3製剤 オキシトシン ＰＧ製剤 誘起日前後※

11時00分 4 20 10 ｰ 5 ｰ １日後

11時50分 4 20 10 ｰ ｰ ｰ 5日後

３名以上

分娩誘起 再追加

分娩時間 ＰＧ製剤 DEX製剤 E3製剤 E3製剤 オキシトシン ＰＧ製剤 誘起日前後※

13時40分 2 20 10 10 5 ｰ ６日後

14時00分 4 20 10 7 ｰ ｰ １日前

15時30分 4 20 10 5 ｰ ｰ ２日前

16時30分 4 10 10 7 ｰ 2 当日

※産子が黒毛和種の場合の分娩予定日を２８５日、交雑種の場合を２８０日で算出した

追加

追加

追加

図１ 娩出時間（誘起；９頭、自然分娩；６頭）

0

1

2

3

4

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

誘起 自然分娩



乳牛の定時分娩誘起法の検討 

香川県畜産試験場研究報告 58（2023） - 5 - 

 

 

 

考 察 

当場の就業時間内に分娩後の作業を終了させるため、ホルスタイン種で定時分娩誘起法を検

討した。分娩予定日前後の朝 9 時から 10 時の間に PG・DEX・E3 製剤を同時投与して分娩誘起を

行ったところ、薬剤の追加および分娩介助を必要とした場合もあったが処置から分娩までに要し

た時間は 28.0±1.9 時間となった。このことから分娩誘起処置を朝 9 時から 10 時に行うことで

翌日の 11 時から 16 時に分娩させることが確認できた。 

安息香酸エストラジオール（E2B）を用いた３剤（PG・DEX・E2B 製剤）同時投与による方法で

は処置から胎子娩出までの時間は、日高ら３）による黒毛和種では 28±8 時間、腰原 1)がホルス

タイン種で 28±6 時間、黒毛和種で 27±6 時間、実重ら 2)による黒毛和種では 22±10 時間との

報告と同様であった。 

この結果から乳牛の産後母子への処置が就業時間内に終了することができ、作業人数が多い

時間帯に分娩することで分娩事故の低減、母子の健康管理を省力的に行えるものと考えられた。 

分娩時の介助状態（介助なし、１名程度、３名以上で牽引）により分類した分娩難易度別で

の生時体重および在胎日数を比較したところ、有意差はないものの分娩難易度が上がるに従い平

均体重が増す傾向にあり、生時体重が分娩の難易に影響していると推察された。生時体重が１㎏

増加するごとに難産の発生が平均 2.4％増加するとの報告８）もあることから同様の結果であっ

た。 

産子の品種が黒毛和種の場合は妊娠期間を 285日、交雑種の場合はホルスタイン種と同様に 280

日として分娩予定日を設定し、分娩予定日の前後で区別した場合、予定日前に処置した場合は分

娩が大幅に遅延する傾向がみられ、予定日以降に処置を開始することを推奨する報告１）９）がある

ことから予定日以降に処置を行うが、生時体重に影響を及ぼす要因である産子の品種、性、交配

種雄畜も考慮して、分娩誘起を行うタイミング、分娩予定日を検討することも必要ではないかと

考えられた。 

最近では多くの分娩監視システムが普及しており、分娩開始等の通知、監視カメラで分娩状

況等を確認できることから分娩事故防止に貢献しているが、難産と新生子死が生産性阻害の課題

であり、分娩時の母子の適切な管理は大変重要である。また、生産現場では高齢化や飼養規模の

大型化が進んでおり、早朝や夜間に分娩が判明して、その都度、母子の対応に出向くのは負担が

大きく、難産となって獣医師等を呼ぶ場合も時間帯によっては処置までに時間を要し、生産性の

低下が懸念される。定時分娩誘起法は使用薬剤の経費が必要となるが計画的な分娩を可能にし、

分娩事故の防止と分娩後の母子への手厚い看護による生産性向上に繋がるものと考えられた。 
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